VII. 共同利用研究, 2.研究成果, C.随時募集研究 by unknown
Title VII. 共同利用研究, 2.研究成果, C.随時募集研究
Author(s)














中内啓光、正木英樹 （東京大学医科研究所）、長嶋比呂志 （明治大学農学部）、平林真澄 （生理学研究所）、海野




























2017 C 2 脂質を標的としたサル免疫システムの解明
杉田昌彦、森田大輔 （京都大 ・ワイノレス再生研 ・細胞制調） 所内対応者 ・鈴木樹理
アカゲザノレ末梢血よ り樹立したりポベプチド特異的細胞傷害性 T細胞株 （2N5.1,SN45) (J. Immunol. 201: J.
Virol. 2013）の増殖維持には、 2～ 3週間毎に適切な ドナ ー由来のアカゲ‘ザノレ単核球の存在下で、抗原刺激を行うこ
とが必須であるc 本年度、霊長類研究所共同利用 ・共同研究課題を通して、T細胞活性化能を有するアカゲ‘ずノレ
ドナーを選定し、 末梢血単核球を得て T細胞株を効果的に増殖維持することができたc さらに、 このT細胞株を
用いた研究から、 以下の2つの顕著な成果をあげることができたc

















不十分であった 2頭 （うち 1頭人工晴育）、さらに 3頭の人工噛青個体とその対象個体3頭、昨年コントローノレ
が取れていなかった個体の対象個体、 合計 9頭を対象に、それぞれ 20分間の録音をおこなったc 途中ヒ トがエ






土屋萌 （日本獣医生命科学大学・ 獣医学部 ・獣医学科 野生動物学教室） 所内対応者： 鈴木樹理
201年3月 1 日に起きた東京電力福島第一原子力発電所の爆発によ り，放射縁被ぱくを受けた野生ニホンザ
ノレの次世代への影響を調べるため， 震災前後における胎仔の脳容積の成長および， 生後 l年以内の幼獣の体重成










石野史敏 （東京医科歯科大 ・難治疾患研究所）、金児一石野知子 （東海大 ・健康科学部）、 入江将仁 （東京医科
歯科大 ・難治疾患研究所） 所内対応者 ・古賀章彦
ヒトゲノムにはレ トロエレメント由来の獲得遺伝子群である 1個の SIRH遺伝子が含まれる。 これらの多く
は真獣類特異的遺伝子であり、近年の研究から、ヒトやマワスを含む真獣類の個体発生機構の様々な特徴 （胎生
や高度の脳機能など）に深く関係する機能を持つことが明らかになってきた。そのため、 真獣類の進化を促した





2017 C 6 Complexity in the Behavioral Organization of Japanese Macaques 
Kely Finn(University of California Davis) 所内対応者 ：AndrewMacIntosh 
N巴W bio・loggingtechnologies are becoming increasingly popular for long-term data colection of animal movementう
revolutionizing出edata quantity one is able to attain from animals白血出 naturalenvironments; however， 号xtracting
biological meaning from these data has been extremely chalenging.京市ileorganization of movement is driven by many 
internal factors and ext.emal constraints, movement pa悦emsare often our only window into the numerous underlying 
proceses of an animal’s behavioral ecology. Sequences of behavior can have ve1y different structure even with the same 
amount of behavior, but time series analyses can detect subtle changes in behavioral structure that are missed when using 
traditional measures, such as average durations or frequencies. However, we do not understand how much variability exists 
between individuals in the temporal structure of their activity patterns, and how much this varies within an individual by 
behavioral state, landscape, and social environment. There are also countless methods to analyze time series, and江hasnot 
been thoroughly explored which measures might show meaningful variation白atcorrespond to individual or environmental 
atributes. The ful utility of出isapproach has not been actualized, and the measurement of behavioral complexity is an 
untapped, potentially五mdamental,source of knowledge about an animal’s behavior and health. 
The present s旬dywill determine which pa恥mcharacteristics of macaque movement show meaningful variability in 
scaling, randomnes, memory, and intrinsic computation, and which of these atributes v訂ywithin an individual across 
behaviors or environmental contexts. Alongside previously used企actalanalyses, we are applying additional complexity 
measures from the leading edge of information theory to create thorough complexity profiles of an individual’s movement. 
W巴recordedsequences of activity and location of macaques indurations of 12 continuous hours, every other day for 2 weeks. 
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We used a c,ombination of GPS and accelerometry bio・loggersョwhichwere atached on collar百toa subset of 5 adults. We 
video recorded hour-long focal follow obse,vations of animals alonσside bio・loooinoin order to determine the behavioral 邑 ee e 
states of the macaques (e.g. foraging, travel). We also recorded group-level video to assess group-level activity and events 
(feeding, m句orfights，巴tc).
Thus far we have begun descriptive analysis of the data we have collected. Preliminary analyses reveal individual 
differences inscaling pa杭emsof movement，阻dconsistent variation based on白etime of day. Fmiher analysis will continue 
quantifying these sequences, aswel as GPS spatial data, with our suite of methods. We have also coded 50+ hours of focal 
follows recorded as video as time-stamped strings of behavioral changes. These data are currently being converted to time 
series for analysis, and wil be山 edto convert accelerometer to discrete units of movement. The anticipated completion of 
this analysis is Winter 2018. With this data we wil assess出evariability in individual captive macaque behavioral structure, 
山 ethis data to validate monkey behavior for accelerometer data in other studies, and make accessible a toolbox of tested 
complexity measures for future studies. 
2017-C-7 ヒト動脈硬化症のアカゲザノレモデノレ作出のための基礎研究
日比野久美子 （名古屋文理大学・短期大学部）、竹中晃子 （名古屋文理大学・短期大学部 名誉教授） 所内対
応者・ 鈴木樹理
コレステロール（Ch）を組織に運搬する低密度リボたんぱく質の受容体遺伝子 （LDLR）のエクソン 3領域に
Cys61Tyr変異を有する個体がインド由来アカゲザノレに見出され、 17年間家系維持に努め、 現在 6頭のヘテロ接
合型と l頭のホモ接合型個体を有している。 平成25年度より、 01%あるいは0.3%Chを含む飼料を投与し この
うち2頭のへテロ接合個体が明らかに動脈硬化を起こす指標となる 下Cl叶IDL>5.0 、LDL店IDL>3.5を著しく超
えた。しかし3議のホモ接合個体は正常の成体の血中 Chとほぼ同じ値を示したc 以前の研究から 6～7歳までは
血中総 Ch値が約2割低下し，続けることが明らかになっているため、今年度は4歳の正常、ヘテロ、ホモ接合個
体に 0.3%Chを10週間投与したc ホモ接合個体 #2041 は正常個体よ りも50・lOOmg/dlは高かったが4歳で動脈
硬化指数を超えることはなかった。7歳までは正常個体において血中 CHレベノレは低下し続けるので 8歳以降高
くなる可能性もある。 さらにこの個体はメスで、 動脈硬化指数を超えた2頭は雄であるため、今後の家系維持に
は欠かせない個体である。また、ヘテロ接合個体＃2051は生後黄痘があり、 今回の投与でも 3週白から LDL値が
急低下し、体調が十分ではないように恩われたc これまでの投与実験で、動脈硬化指数を著しく超えた＃1784と
#1834はLDLR遺伝子のCys61Tyr変異に加えて他の遺伝子変異を持っている可能性が考えられたので、＃1784の
母親 （LDLRへテロ接合体）をコント ロー ノレとして、次世代シークエンス法による 3頭の全ゲノム変異解析を行
っている。現在結果を解析中であるc
2017-C-8 野生チンパンジーの老齢個体の行動及び社会的地位の研究
保坂和彦 （鎌倉女子大学・ 児童） 所内対応者 ：MichaelA. Hu缶nan
2017年8月～9月、マハレM集団のチンパンジーを対象に野外調査を実施した。社会行動、遊動行動、狩猟行
動に関する過去資料と比較可能な項目について、 主として全オトナ雄9頭を個体追跡して連続行動記録による資
料収集をおこなった （個体追跡 184時間、アドリブ約百時間）。調査期間中、10回のアカコロプス狩猟 （7回成









小林純也 （京都大 ・放生研） 所内対応者： 今井啓雄
放射輝をはじめ様々な環境スト レスでゲノムDNAは損傷を受けるが、正常な遺伝情報を保つ（ゲノム安定性）
ために生物は損傷したDNAを修復する能力を持つ。しかし、 このような修復能力は加齢により減退し、その結
果、DNA損傷が蓄積し細胞老化が起こると考えられる。 一方で、 遺伝子は常に正確に修復 ・複製されると進化に
必要な遺伝子の多様性がうまれないことから、修復 ・複製の正確度にはある程度の幅があって、ゲノム安定性と





染色法を用いて比較することと したc DNA二本鎖切断損傷のマーカーで‘あるリン酸化ヒストン H2AXはy親照










Suchinda Malaivijitnond (Chulalongkom大・理）、 森川誠 （慶慮義塾大・医・ 細胞組織学） 所内対応者 ：境田穣
性ホノレモンが骨代謝に大きな影響を及ぽすことは、 よく知られている。 ニホンザノレが季節繁殖性を示し、繁殖
期と非繁殖期に性ホノレモンの増械を毎年繰り返していることも知られているc しかし、 毎年繰り返されるホノレモ
ンの増減によって、 ニホンザノレの骨密度がどのように変化しているのかという ことは知られていない。 これまで










徳山奈帆子 （総研大 ・先導研） 所内対応者：古市剛史
本研究では、ヒトと進化的に最も近いPan属の2種において、 移動開始または移動中の意思決定パターンを分
析することで、 集団内でどのような Iリー ダーシップjを持つのかを解明する。両種の社会構造の違いがりーダ
ーシップに及ぼす影響を解明することを最終的な目的とする。2017年 5一7月にウガンダ ・カリンズ森林保護区
こて野生チンバンジーの観察を行い、 移動を最初に開始する個体（イニシェーター）と、 追随する個体 （フオロ
ワー）を記録した。また、それらの結果を、2012年から 2015年にコンゴ民主共和国・ノレオー学術保護区のボノ
ボにおいて同じように記録した結果との比較を行った。ボノボにおいては、移動開始の意思決定において偏った






加納純子 （大阪大学 ・蛋白質研究所 ・細胞核ネットワーク研究室） 所内対応者 ：古賀章彦
大型類人強のチンパンジー、ボノボ、 ゴリラの染色体末端領壌に存在する StSat繰り返し配列の細胞内機能を
探り、ヒ トとの違いを探ることを目的としている。29年度は、 まず StSat配列に特異的に結合する蛋白質の同
定と試みた。StSat配列のコンセンサス配列2リピー ト分の 64塩基からなるDNAをDIGラベノレし、チンバンジ
ー細胞抽出液と混合した後、 抗 DIG抗体とマグネティック ビー ズを用いて StSat結合蛋白質を精製した (pull-





ーでヒトより高かったc 今後、 このような発現量の違いが StSatの影響によるものなのかなどについて解析を進
める。
2017-C-13 プロテオミクス解析によるニホンザル授乳状況の推定





中のアカンボウからのみ検出されたc 糞に含まれるタンパク質を網羅的に解析し同定することで、 個体の授乳 ・
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離乳状況が推定できる可能性が示唆された。今後、 この成果をすぐにでも論文化する予定であるc
2017 C 14 経路選択的な機能操作技術を応用したマーモセット大脳皮質基底核ネットワークの構造マッピン
グ
山崎美和子、今野幸太郎 （北大 ・医・ 解剖発生） 所内対応者 ・中村克樹
平成 29年度は、霊長研から提供を受けた濯流固定脳を用いて msitu hybridizationと免疫染色を行い、光学顕
微鏡および電子顕微鏡レベノレで、の局在解析を行った。マーモセット脳で適用可能なAMPA型受容体（GluAl,GluA2, 
GluA3, GluA4）に対する リポプロープを開発し、 msitu hybridization法により成体マーモセット脳におけるmRNA







今村拓也（九州大 ・医 ・応用幹細胞） 所内対応者 ：今村公紀
本課題は、ほ乳類脳のエピゲノム形成に関わるnon-codingRNA (ncRNA）制御メカニズムとその種間多様性を明








一柳健司 （名古屋大 ・農 ・ゲノム・エピゲノ ムダイナミクス）、平田真由、一柳朋子 （名古屋大 ・農） 所内対
応者 ・今村公紀





ろ、リ プログラミ ングに関わると言われてし、る LTR7因子の発現量がチンパンジーで低く、連動して LTR7によ
って転写される遺伝子詳の発現量もチンパンジーで低かった。これらの結果はリ プログラミ ング経路に違いがあ
る可龍性を示唆するのかもしれないc 比較に用いたヒ トiPS細胞はリ プログラミングの方法や培養条件が異なる
ので、 今後は同じ条件でリ プログラミ ング、 培養したヒ トiPS細胞を用いて mRNA-seqを行う予定である。
2017 C 18 G.g忍orilla由来電位依存性プロ トンチャネノレの cDNAクローニング





が、 GorillaGorilla Gorilla (G.g.gorilla）由来のHvlの細胞質コイルドコイノレ領域については特徴的な配列がデー
タパースに登諒されている。しかし、 このGorilla由来の配列はゲノム解析配列から予測されたmRNA配列とし
て複数報告されており、G.g.gorilaのHvl配列が本当に特徴的であるか不明である。よって本研究課題ではGorila
由来の Hvlの cDNA配列の解析を行った。霊長類研究所の今井啓雄教授よ り提供頂いたニシローランドゴリラ
（福岡市立動物園）のウイリー （♂）由来のSpleenよりmRNAの抽出、cDNA合成を行いDNAシークエンス解析
を行った。その結果、 G.g.gorillaのHvlの細胞質コイノレドコイノレの配列はヒト由来のHvlの細胞質コイノレドコイ
ノレ配列と 100%の相同性であった。 さらに解析した cDNA 配列を BLAST検索 したところ、GeneBank
XM_091038652.1に登録されている PREDICTED:Gorilla gorila gorilla hydrogen voltage gated channel 1 (HVCNl), 
transcript variant X6, mRNAが 100%の相向性としてヒットしたc 今回の結果から G.g.gorilaのHvl配列はヒト由
来の Hvlと高い相同性があり、G.g.gorillaの Hvlに特徴的な配列ではないことが判明した。一方で、 G.g.gorila
のHvlのCDNA配列解析は新規であり、 この配列情報をデータベースへ登銭することを今後検討したい。
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2017 C 19 精神 ・神経疾患モデルマーモセットの行動解析法の開発




















練、図形弁別学習課題の訓練、 逆転学習課題の訓諒を実施したc さらに、 新しい課題を開発するに際して必要と
なるコンピュー タプログラムに関する知識等も習得することができた。 今後は、 所属機関 （福島県立医科大学 ・
東京大学）に戻り、同様のシステムを立ち上げ、認知機能の評価が霊長襲研究所だけではなく所属機関でもでき
るよ うにする。
2017-C-21 アジア ・アフリカ霊長類の比較採食生態 ：とくに腸内細菌叢に着目して
Colin Chapman (MaGill University）、松田一希 （中部大 ・創発学術院） 所内対応者 ：湯本妻和
アジアとアフ リカの霊長類の採食生態に関して、これまで代表研究者や協力者、所内対応者らが蓄穫したデー
タに基づいて、比較研究をおこなった。とくにコロブス類の葉食について、消化に関する知見を論文にまとめた
atsuda, I., P.C.Y Shi, J.C.M. Sha, M. Clauss, and C.A. Chapman. in press Primate resting postures: constraints by foregut 
fermentation? Physiological and Biochemical Zoology. 
Irwin, M.T., J.-L. Raharison, C.A. Chapman, R., Junge, J.M. and Rothman. 2017. Minerals in the foods and diet of 
diademed sifakas: Are they nutritional challenges? American Journal of Primatology. 10.1002/ajp.22623 
Federm担 ，S.,M. Sinnott-Armstrong, A.L. Baden, C.A. Chapman, D.C. Daly, A.R. Richard, K. Valenta, M.J. Donoghue. 
2017. The paucity of frugivores in Madagascar may not be due to unpredictable temperatures or仕uitresources. PLοS ONE 
12(1): e0168943. doi: 10.1371/joumal.pone.0168943. 
Jacob,A. LうMJ. Lechowicz, and C.A. Chapman. 2017. Non-native fruit trees facilitate colonization of native forest trees 
on abandoned farmland. Restoration Ecology. DOI: 10.1111/rec.12414 
Johnson, C.A., D. Raubenheimer, C.A. Chapman, K.J. Tomb北，A.J. Reid，叩dJ.M. Rothman. 2017. Macronutrient 
balancing affects patch departure by guerezas (Colobus guereza). American Journal of Primatology. DOI: 10.1002／匂p.22495
2017 C 22 Multi Dimensional Analysis of the Limbic Vocal Tic Network and its Modulation via Voltammetry 
Controlled High Frequency Deep Brain Stimulation of the Nucleus Accumbens 








2017-C-23 チンパンジーを対象としたアイ ・トラッキングによる記憶 ・心の理論 ・視線認知についての比較認
知研究
狩野文浩 （京都大 ・野生 ・熊本サンクチュアリ） 所内対応者．友永雅己


























ラングーノレ、 コロプスなどの冷凍標本を利用し、 霊長類研究所にて CT撮影を行った。保存の呂的上、解凍して
姿勢を直して撮影することはできなかったため、肋骨の関節角度を生体の背臥位のものと比較することは難しい
が、おおまかにはニホンザノレやヒヒに近いようすがみられた。また、胸郭上で前肢帯のと りうる位置の種間差を
明らかにするため、 ニホンザノレとヒヒの生体計測を追加実施し、新世界ザノレのデータとあわせて分析中である
3.平成29年度で終了した計画利用研究
頭骨及び歯の形態に関する多面的研究
実施期間平成27～29年度
課題推進者 高井正成、西村岡lj、江木直子、平崎鋭矢、伊藤毅
本課題は、霊長類を中心としたほ乳類全般の頭骨 ・下顎 ・歯の形態に関して様々な研究分野からの多面的研究
を推進することを目的に3年計画で実施した。主に霊長類研究所に保管されている霊長類骨格標本を中心に、 X
親CTやレーザー式3次元計測器を用いて頭骨・下顎 ・歯など、の内部構造や外表形態を計測し、幾何学的形態解析
法Geom巴tricMorphom出 icsを用いての解析研究が行われた。最終年度には霊長類だけでなく、様々なほ乳類を対
象とした研究発表が行われ、研究成果だけでなく研究手法の情報と意見の交換が行われた。
研究実施者
＜平成27年度〉
2015・Al 第四紀ニホンザノレ化石の標本記載と形態分析（西岡佑一郎）
2015-A3 野生と飼育下のサノレ類における顎骨形態に関する研究 （深瀬均）
2015-A22 マカクザノレにおける出産様式に関する形態学的研究 （西村剛）
2015-A27 ニホンザノレ大臼歯形態における地理的変異とその適応的要因 （浅原正和）
2015・30 オランワータン歯牙形状と採食生態をつなげる（河野礼子）
2015・35 人類出現期に関わる歯と頭蓋骨の形態進化的研究（諒訪元）
＜平成 28年度＞
2016・A5 第四紀ニホンザノレ化石の標本記載と形態分析（西岡佑一郎）
2016・AlO化石等が異形態の推定モデ〉レの作成と検証 （森本直紀）
2017・Al6 人類出現期に関わる歯と頭蓋骨の形態進化的研究（諏訪元）
＜平成29年度〉
2017・A9 オランワータン臼歯表面の雛を数量化する（河野礼子）
2017・AlO 化石等が異形態の推定モデノレの作成と検証 （森本直紀）
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